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こ
ん
に
ち
は
! !

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。

　

福
祉
課
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

邑南町の

地域包括ケアシステム
～皆さんで安心して住み続けられる地域づくりをすすめましょう～

　地域包括ケアシステムとは？

　重度な要介護状態となっても、住み慣れた地域
で自分らしく人生最期まで暮らし住み続けること
ができることを目指します。
　そのためには、一人ひとりの高齢者の状況に応
じて関係者が連携し、医療・介護・予防・住まい・
生活支援を切れ目なく一体的に提供できる仕組み
が必要です。
　わかりやすく言えば、「地域包括ケアシステム」
⇒「邑南町まるごと支え合い」

　2025年問題とは？

　2025年に、団塊の世代が全員後期高齢者
に達し、75歳以上になると介護認定を受け
る割合が急上昇すると統計結果から出ていま
す。介護サービス量の不足・財政負担の増大！
（一方、邑南町の後期高齢者（75 歳以上）の
人口予測は、減少する見込みです。）

今後の邑南町の課題

　後期高齢者を支える現役世
代も減少する中で、現状の
サービス・体制をどう維持す
るかが重要になっています。

【対策】
①「日本一の子育て村」政策等の定住対策により若者
　世代の人口をできる限り維持すること。
②団塊の世代を含む高齢者が、できる限り支える側で
　生活支援に参画、地域ぐるみの介護予防を推進し、
　健康寿命の延伸を図ることが重要です。

【介護予防】
・介護予防日常生活支援総合事業
・交流型デイサービス（社協委託）
・地域ささえあいミニデイサービス
・介護支援ボランティア活動事業
　（きらりおおなんいきいき活動事業）
・地域リハビリテーション活動支援事業
・高齢者つどいの場づくり事業（新規）

【認知症対策】
・認知症初期集中支援事業
　（認知症初期集中支援チーム派遣事業）
・認知症カフェの開催
・認知症ケアパスの作成
・認知症サポーター養成講座の開催
・認知症講演会

【生活支援・在宅支援】
・生活支援コーディネーター配置
・ボランティアの育成・配食サービス事業
・短期宿泊事業（介護保険外）
・通院タクシー費助成事業
・生活管理指導員（ホームヘルパー）派遣事業
・緊急通報装置事業・権利擁護事業
・通院等移送サービス外出支援事業
・介護者家族の会・介護用品購入費助成事業

【医療介護連携】
・地域ケア会議の開催
　（邑智病院・ケアマネージャー等、
　　　　　　　　　　　　その他関係機関）
・大田圏域における入退院連携ガイド作成
　（大田圏域合同）
・在宅歯科連携推進事業（新規）

取組状況（福祉課実施分）
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 男女共同参画週間
６月23日（土）～29日（金）

「走り出せ、
性別のハードルを超えて、今」

　男女共同参画に対する理解を深めることを目的とし
て、23日から 29日までの１週間を男女共同参画週間
としています。
　男性と女性が、職場で、学校で、家庭で、それぞれの
個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現する
ためには私たち一人ひとりの取組みが必要です
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、
この機会に考えてみませんか？

地域包括ケアシステムの姿
病気になったら ･･･
医 療

介護が必要になったら ･･･
介 護

住まい

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

生活支援・介護予防

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO　等

通院・入院

通所・入所

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

■かかりつけ医
■急性期病院
■回復期・リハビリ病院

■自宅
■高齢者生活福祉センター
■ケアハウス　等

■在宅系サービス
■施設・居住系サービス

いつまでも元気に暮らすために ･･･

※地域包括ケアシステムは、
　おおむね 30分以内に必要
　なサービスが提供される日
　常圏域（具体的には中学校
　区）を単位として想定
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荻 原健司さん
　 スポーツアドバイザーに就任

　５月 18日、ノルディックスキー複合の五輪金メダリ
スト荻原健司さんが邑南町スポーツアドバイザーに就任
し、同日矢上高校で行われた委嘱式で石橋町長から委嘱
状を受け取りました。荻原さんは「町民の皆さんと力を
合わせ、邑南町のスポーツ振興に取り組みたい。」と決
意を述べました。
　邑南町スポーツアドバイザーには荻原さんのほか、元
バレーボール女子日本代表の杉山祥子さんも就任してい
ます。

邑南町のスポーツ振興へ協力

委嘱状を受け取った荻原さん（写真右）

「自分に負けないで」生徒たちに講演
　委嘱式の後、荻原さんは「夢をかたちに～オリンピッ
ク金メダルへの道のり」と題し、オリンピックで金メダ
ルを獲得した自身の経験を元に生徒たちへ夢を実現する
ための心構えを講演しました。生徒から寄せられた「夢
は実現できるのでしょうか。」という質問に、荻原さんは
「夢の実現は誰よりも努力した先で掴み取ることができ
るもの」とし、「人に負けることはあっても、自分自身に
は負けないでほしい。」と訴えかけました。

生徒とコミュニケーションをとりながら
講演する荻原さん

おめでとうございます
第８回　中国地区番組アワード

◆生活情報・教養部門　優秀賞　日本ケーブルテレビ連盟中国支部長賞
　「極めたり　おおなん名人伝」

◆報道・社会派ドキュメンタリー部門　審査員特別賞
　「輝け！おおなんの星」

　日本ケーブルテレビ連盟中国支部が開催した「第８回
中国地区番組アワード」において、おおなんケーブルテ
レビが２つの賞を受賞しました。生活情報・教養部門で
は過去２回の受賞歴がありますが、報道・社会派ドキュ
メンタリー部門では初受賞です。おおなんケーブルテ
レビの河野知恵美さんは「取材させていただける町民の
方々に感謝の思いです。これからもよろしくお願いしま
す。」と話しました。
　両受賞作品は６月におおなんケーブルテレビで再放送
されます。



5 広報おおなん 2018. ６

防災情報
総務課危機管理室
1９５-１１１１ IP 050-5207-3000

江の川下流総合水防演習
　５月 13日に江津市で、中国地方整備局、島根
県、島根県西部の３市３町の水防団、自衛隊、警
察等の関係機関及び地域住民を対象とした水防訓
練が行われました。この訓練は、大雨により江の
川が増水し、各地で氾濫の発生を想定した総合水
防訓練で、河川の増水に応じた避難情報の発令
や、消防職員による救助救出訓練なども行われま
した。
邑南町からは第１阿須那分団、第２口羽分団、第
３田所分団、第４出羽分団、第８矢上分団、第９
中野分団が参加し、堤防で水防工法を実演しまし
た。
当日は雨の中での演習となりましたが、訓練の成
果を発揮し、各工法を完了させました。今後も、
地域住民への水防意識の普及啓発を図り、生命を
守るため、各防災機関が連携し、水防活動の技術
鍛錬に努めます。

土
砂
災
害
か
ら

身
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

昨
年
７
月
５
日
、
邑
南
町
に
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
、
避
難
指
示
（
緊
急
）

を
全
町
に
発
令
し
ま
し
た
。
毎
年
梅
雨
の

終
わ
り
頃
に
、
梅
雨
前
線
に
湿
っ
た
空
気

が
流
れ
込
み
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
改
め
て
土
砂
災
害
に
対
す
る

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
土
砂
災
害
危
険
箇
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
自
分
の
住
ん
で
い

る
所
が
危
険
箇
所
か
ど
う
か
を
確
認
で
き

ま
す
。
自
分
の
家
だ
け
で
は
な
く
、
近

所
の
ど
こ
が
危
険
箇
所
な
の
か
同
時
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
家
に
無
い
場
合
は

役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、

　
日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
切
で
す
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
や
避
難
所
、
避
難
所

ま
で
の
安
全
な
経
路
な
ど
再
度
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

水防工法について説明する団員 土のう積工法を実施する邑南町消防団

シート張り工法を実施する邑南町消防団
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７月の納税
◎固定資産税（第２期分）
◎国民健康保険税（第４期分本算定）

８月の納税
　町県民税（第２期分）
　国民健康保険税（第５期分）

納期限 ７月 31日（火）

　

75
歳
以
上
の
人（
65
歳
以
上
で

広
域
連
合
が
障
が
い
認
定
し
た
人

を
含
む
）が
、
現
在
お
使
い
の
被

保
険
者
証「
オ
レ
ン
ジ（
だ
い
だ
い

色
）」は
、
平
成
30
年
７
月
31
日
ま

で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
お

使
い
い
た
だ
く
被
保
険
者
証「
ク

リ
ー
ム（
黄
色
）」は
、
７
月
中
に

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
29
年
中
の
所
得
の
状
況
等

に
よ
り
、
医
療
機
関
で
ご
負
担
い

た
だ
く
割
合
が
、
８
月
か
ら
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
保

険
者
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自
己

負
担
割
合（「
１
割
」ま
た
は「
３

割
」）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
中
の
所
得
額
等
の
確

定
に
伴
い
、
７
月
中
に
平
成
30
年

度
の
保
険
料
額
に
関
す
る
通
知
を

送
付
い
た
し
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
の
一
斉
更
新

　

児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
現
況

届
に
つ
い
て
、
提
出
が
必
要
な
人

に
は
６
月
に
書
類
を
郵
送
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
提
出
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
。

　

現
況
届
は
毎
年
６
月
１
日
の
状

況
を
確
認
し
、
６
月
分
以
降
も
引

き
続
き
手
当
を
受
け
る
要
件（
児

童
の
監
督
や
保
護
、
生
計
同
一
関

係
な
ど
）を
満
た
し
て
い
る
か
ど

児
童
手
当
・
特
例
給
付

現
況
届
の
提
出
は
お
済

み
で
す
か
？

う
か
、
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

　

提
出
が
な
い
場
合
は
、
６
月
分

以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※「
特
例
給
付
」と
は
、
所
得
制
限

に
よ
り
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
な

い
方
に
対
し
て
、
児
童
１
人
に
つ

き
月
額
５
，０
０
０
円
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課
子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談
室

　

☎
９
５
‐
１
１
６
８

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

瑞
穂
支
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所　
　
　
　
　
　
　
　

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

　

こ
れ
ま
で
は
国
民
健
康
保
険
証

の
更
新
は
10
月
に
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
か
ら
国
民
健
康
保
険

の
都
道
府
県
化
に
よ
り
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
が
８
月
に
更
新
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
70
歳
以
上
の
人
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険

証
と
高
齢
受
給
者
証
の
２
枚
の
証

を
発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
被
保

国
民
健
康
保
険
証
の
更

新
方
法
が
変
わ
り
ま
す

険
者
の
利
便
性
向
上
と
コ
ス
ト
削

減
を
目
的
と
し
て
、
高
齢
受
給
者

証
を
兼
ね
た
国
民
健
康
保
険
証
を

１
枚
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険

証
、
高
齢
受
給
者
証
は
、
平
成
30

年
７
月
31
日
が
有
効
期
限
で
す
。

【
更
新
対
象
】

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
国

民
健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
、

高
齢
受
給
者
証

【
更
新
時
期
】

　

７
月
下
旬
に
世
帯
ご
と
に
発
送

し
ま
す
。

　

簡
易
書
留
で
送
り
ま
す
の
で
、

不
在
が
多
い
世
帯
は
到
着
が
遅
れ

た
り
、
お
届
け
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

保
険
証
が
届
か
な
い
場
合
は
、

町
民
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
古
い
保
険
証
の
処
分
方
法
】

　

古
い
保
険
証
の
回
収
は
し
ま
せ

ん
の
で
、個
人
情
報
に
注
意
の
上
、

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
で
、
新
た
に
会
社
へ
お
勤
め

に
な
ら
れ
、
社
会
保
険
等
に
加
入

さ
れ
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

二
重
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、

社
会
保
険
等
の
保
険
証
・
印
鑑
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
る
も
の
・
世

帯
主
様
の
通
帳
を
持
っ
て
、
役
場

町
民
課
も
し
く
は
各
支
所
窓
口
に

国
保
喪
失
の
手
続
き
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な

り
そ
う
な
と
き
は「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」等
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

入
院
や
外
来
診
療
時
に
１
か
月

ご
と
１
医
療
機
関
で「
限
度
額
適

用
認
定
証
」ま
た
は
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
、窓
口
支
払
額（
保

険
診
療
分
）が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
な
り
、
標
準
負
担
額（
入

院
時
食
事
代
）が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
原
則
と
し
て
事
前
に

役
場
へ
申
請
し
、
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
平
成
30
年
７
月
31

日
ま
で
の
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

へ
は
、
７
月
上
旬
に
勧
奨
通
知
を

送
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

町
民
課（
国
保
係
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所
窓
口
業
務
部

　

☎
８
３
‐
１
１
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所
窓
口
業
務
部

　

☎
８
７
‐
０
２
２
１

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０
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環
境
省
で
は
、
国
内
に
あ
る
象

牙
を
把
握
し
て
い
ま
す
。

　

所
持
し
て
い
る
だ
け
で
あ
れ
ば

違
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
象
牙
を
売
っ
た
り

あ
げ
た
り
す
る
の
は
違
法
で
す
。

未
登
録
の
象
牙
を
お
持
ち
の
人

は
、
ま
ず
は
ご
連
絡
を
！（
※
全

形
を
保
持
し
た
象
牙
の
み
が
登
録

対
象
。
印
鑑
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な

ど
象
牙
製
品
は
登
録
対
象
外
。）

【
連
絡
先
】

象
牙
在
庫
把
握
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

事
務
局

　

☎
０
３
‐
６
６
５
９
‐
４
６
６
０

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
10
時
〜
17
時
）

　

な
お
、
所
有
者
死
亡
に
よ
る
近

親
者
へ
の
相
続
は
違
法
に
な
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
そ
の
後
販
売
等

を
す
る
場
合
に
は
あ
ら
か
じ
め
登

録
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
象
牙
以
外
の
国
際
希
少

野
生
動
植
物
種
の
登
録
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

お
う
ち
に
未
登
録
の
象

牙
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
で
は
、

平
成
31
年
４
月
採
用
予
定
の
、
一

般
事
務
職
員
並
び
に
シ
ス
テ
ム
エ

ン
ジ
ニ
ア
の
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

【
採
用
予
定
人
数
】

①
一
般
事
務
職
員　

若
干
名

②
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

③
一
般
事
務
職
員（
社
会
人
経
験
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
干
名

【
試
験
受
付
期
間
及
び
時
間（
持

参
・
郵
送
）】

　

７
月
２
日（
月
）〜
８
月
17
日

（
金
）（
郵
送
は
消
印
有
効
）

受
付
時
間 

平
日
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
ま
で（
土･

日･

祝
日
を

除
く
）

【
受
験
資
格
】

①
一
般
事
務
職
員

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人・
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
、
又
は
平
成
31
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人 邑
智
郡
総
合
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

・
就
学
課
程
４
年
の
大
学
で
情
報

処
理
に
関
す
る
科
目
を
専
攻
し
、

卒
業
し
た
人
、
ま
た
は
専
門
学
校

で
２
年
以
上
の
情
報
処
理
課
程
を

就
学
し
、
卒
業
し
た
人
。
い
ず
れ

も
平
成
31
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人
も
含
む
。

③
社
会
人
経
験
者

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人・
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人

・
職
務
経
験
年
数
が
、
一
つ
の
民

間
企
業
等
で
、
継
続
し
て
３
年
以

上
あ
る
人

【
試
験
日
程
】

第
１
次
試
験

日
時
：
９
月
16
日（
日
）

場
所
：
浜
田
市「
浜
田
合
同
庁
舎
」

第
２
次
試
験
10
月
中
旬
〜
10
月
下

旬
予
定

【
試
験
手
続
及
び
詳
細
】

　

試
験
案
内
及
び
試
験
申
込
書

は
、
邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
総
務

課（
川
本
町
）、
川
本
町
役
場
総
務

財
政
課
、
美
郷
町
役
場
総
務
課
及

び
大
和
事
務
所
、
邑
南
町
役
場
総

務
課
及
び
瑞
穂
支
所
、
羽
須
美
支

所
で
交
付
し
ま
す
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
智
郡
総
合
事
務
組
合
総
務
課

　

☎
０
８
５
５
‐
７
２
‐
２
７
７
７

町
内
で
取
引
等
に
計
量
器
を

使
用
さ
れ
る
皆
様
へ

　

今
年
度
は
計
量
器
の
定
期
検
査

実
施
の
年
で
す
。

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は
か

り
は
計
量
法
の
規
定
に
基
づ
き
２

年
に
１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

検
査
に
合
格
し
た
は
か
り
で
な
け

れ
ば
取
引
や
証
明
に
使
う
こ
と
が

計
量
器　

定
期
検
査

【
定
期
検
査
の
日
程
・
会
場
】

月
日

時
間

検
査
場
所

対
象
区
域

７
月
24
日

（
火
）

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

口
羽
公
民
館

口
羽
地
区

11
時
〜
12
時

阿
須
那
公
民
館

阿
須
那
地
区

13
時
30
分
〜
15
時　
　

田
所
公
民
館

田
所
地
区

　
　

16
時
〜
16
時
30
分

市
木
公
民
館

市
木
地
区

７
月
25
日

（
水
）

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

日
和
公
民
館

日
和
地
区

11
時
〜
12
時

日
貫
公
民
館

日
貫
地
区

13
時
30
分
〜
15
時　
　

矢
上
改
善
セ
ン
タ
ー

矢
上
地
区

15
時
30
分
〜
16
時　
　

井
原
公
民
館

井
原
地
区

７
月
26
日

（
木
）

 

10
時
〜
12
時

中
野
公
民
館

中
野
地
区

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

出
羽
公
民
館

出
羽
地
区

７
月
27
日

（
金
）
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

高
原
公
民
館

高
原
地
区

11
時
〜
12
時

布
施
公
民
館

布
施
・

八
色
石
地
区

で
き
ま
せ
ん
。
平
成
30
年
度
は
検

査
実
施
の
年
で
、
次
の
日
程
・
会

場
で
検
査
を
実
施
し
ま
す
。な
お
、

検
査
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

商
工
観
光
課

　

☎
９
５
‐
２
５
６
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
２
０

島
根
県
商
工
労
働
部
商
工
政
策
課

計
量
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
６
２
８
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５月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
５月 　２　 　１　 　４　
前年比 +１　 ＋１　 +３　

邑南町
５月 　１　 　１　 　３　
前年比 ０　 ＋１　 ＋２　

石見地域 ５月 　０　 　０　 　０　
瑞穂地域 ５月 　１　 　１　 　３　
羽須美地域 ５月 　０　 　０　 　０　

広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP電話 050-5207-3000

　

瑞
穂
小
学
校
、
瑞
穂
中
学
校
通

級
指
導
教
室
で
は
、
邑
南
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
専
門
相
談
と
連
携

し
て
、教
育
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

７
月
28
日（
土
）　

13
時
〜
17
時

　

７
月
29
日（
日
）　

９
時
〜
12
時

【
場
所
】

　

瑞
穂
小
学
校
・
瑞
穂
中
学
校　

　

通
級
指
導
教
室

【
対
象
】

　

幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
、

　

そ
の
保
護
者
・
先
生

【
内
容
】

　

こ
と
ば
の
発
達
が
気
に
な
る
、

こ
と
ば
が
は
っ
き
り
し
な
い
・
つ

ま
る
・
発
音
が
気
に
な
る
、
聞
こ

え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
気
に
な

る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
上

手
く
い
か
な
い
、
感
情
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
難
し
い
、
集
団
行
動
が

取
り
に
く
い
、
落
ち
着
き
が
な
く

学
習
に
集
中
で
き
な
い
、
特
定
の

学
習
が
極
端
に
難
し
い
、
場
の
空

気
が
読
み
に
く
く
、
場
に
合
わ
な

い
発
言
が
多
い
、
学
校
に
行
き
に

く
い
な
ど
。

【
相
談
員
】

・
原
広
治
氏

　
（
島
根
大
学
大
学
院
教
授
）

・
佐
藤
朋
子
氏

　
（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

教
育
相
談

・
郡
内
通
級
指
導
教
室
担
当
者

【
申
込
締
切
】

　

７
月
18
日（
水
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

瑞
穂
小
学
校
通
級
指
導
教
室

　

☎
８
３
‐
０
１
０
９

　

放
送
大
学
で
は
平
成
30
年
10
月

入
学
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
に
つ
い
て
第
１
回
は

８
月
31
日
ま
で
、
第
２
回
は
９
月

20
日
ま
で
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

放
送
大
学

　

10
月
生
募
集

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　

島
根
県
立
盲
学
校
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
や
そ
の
関
係
者
を
は
じ

め
、
視
覚
障
が
い
教
育
に
関
心
を

お
持
ち
の
人
を
対
象
に
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
学
校

の
概
要
説
明
や
視
覚
障
が
い
者
へ

の
支
援
グ
ッ
ズ
の
紹
介
、
学
校
・

寄
宿
舎
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
個
別
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。
参
加
に
は
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

【
日
時
】

　

第
１
回　

７
月
18
日（
水
）

　

第
２
回　

９
月
19
日（
水
）

　

９
時
30
分
〜
12
時
40
分

※
両
日
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

※
午
後
は
希
望
者
の
み
参
加

　

13
時
30
分
〜
14
時
20
分

　

個
別
相
談
、模
擬
授
業
体
験（
理

療
科
）※
理
療
科
で
は
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は
り
師
及

び
き
ゅ
う
師
の
国
家
試
験
受
験
資

島
根
県
立
盲
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

格
を
取
得
で
き
ま
す
。

【
会
場
】

島
根
県
立
盲
学
校

（
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
４
６
８
）

【
申
込
締
切
り
】

第
１
回　

７
月
４
日（
水
）

第
２
回　

９
月
５
日（
水
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
立
盲
学
校

　

☎
０
８
５
２
‐
３
６
‐
８
２
２
１

　

FAX
０
８
５
２
‐
３
６
‐
８
２
２
２

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
10
月
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
訓
練
科
等
】

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
期
間
６
か
月
・

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
応
募
受
付
期
間
】

　

７
月
２
日（
月
）〜
８
月
23
日

（
木
）

【
選
考
日
】

　

９
月
６
日（
木
）

【
特
典
】

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職

業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）の
指

示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
人
に
は
、

訓
練
終
了
日
ま
で
受
給
期
間
が
延

10
月
入
校
生
を

　
　
　

募
集
し
ま
す

【
入
学
説
明
会
・
相
談
会
】

浜
田
会
場

日
時 

７
月
14
日（
土
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

場
所　

県
立
西
部
社
会
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
（
い
わ
み
〜
る
内
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
５
５
０
０

長
さ
れ
る
ほ
か
、
諸
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１

　

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
４
３
９
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発売期間：７月９日（月）～８月３日（金）
この宝くじの収益金は市町村のまちづくりに
使われます。

（公財）島根県市町村振興協会

自
衛
官
募
集

◆
自
衛
官
候
補
生（
陸
上
・

　

海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
教
育

訓
練
の
後
、
２
等
陸
・
海
・
空
士

に
任
用
さ
れ
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

【
応
募
期
間
】

　

①
６
月
25
日（
月
）

　
　
　
　

〜
７
月
20
日（
金
）

　

②
７
月
23
日（
月
）

　
　
　
　

〜
８
月
24
日（
金
）

【
試
験
期
日
】

　

①
７
月
21
日（
土
）

　

②
８
月
25
日（
土
）

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

【
試
験
科
目
】

　

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
社
会
・

作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

◆
一
般
曹
候
補
生

　

陸
・
海
・
空
の
各
部
隊
で
経
験

を
積
み
、
選
考
に
よ
り
曹
へ
昇
任

し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

◆
航
空
学
生

　
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

　

海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
養
成
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

海
：
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

　

空
：
18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
者

　
（
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

【
応
募
期
間
】

　

７
月
１
日（
日
）

　
　
　

〜
９
月
７
日（
金
）

【
試
験
期
日
】

　

９
月
17
日（
月
）

【
試
験
会
場
】

　

浜
田
城
山
ビ
ル

【
応
募
期
間
】

　

７
月
１
日（
日
）

　
　
　

〜
９
月
７
日（
金
）

【
試
験
期
日
】

　

９
月
21
日（
金
）

　
　
　

〜
９
月
23
日（
日
）

　

い
ず
れ
か
希
望
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

【
試
験
科
目
】

　

筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
・
社
会
・

作
文
）、
口
述
試
験
、
適
性
検
査
、

身
体
検
査

◆
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
０
０
１
５

　

http://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/shim
ane

　

島
根
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
今
後
の
県
政
に
生
か

し
て
い
く
た
め
、「
し
ま
ね
ｗ
ｅ

ｂ
モ
ニ
タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま

す
。

【
活
動
内
容
】

　

年
10
回
程
度
、
県
政
の
課
題
な

ど
か
ら
選
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
県
が
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

に
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
回
答

【
応
募
資
格
】

　

県
内
在
住
の
満
15
歳
以
上
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
パ
ソ
コ
ン
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）を
使
っ

て
、
メ
ー
ル
に
よ
り
日
本
語
で
回

答
で
き
る
人

【
応
募
方
法
】

　

島
根
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
し

ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」の
モ
ニ

タ
ー
募
集
画
面
か
ら
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。
随
時
、
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/adm

in/seisaku/koho/
w
ebm

oni/

※
年
間
の
回
答
回
数
に
応
じ
て
記

念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
県
民
対
話
室

　

☎
０
８
５
２
‐
２
２
‐
６
５
０
１

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

募
集
中

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
働
き
方

改
革
」へ
の
取
り
組
み
を
支
え
る

た
め
労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

主
に
中
小
企
業
の
事
業
主
を
対

象
に
、
法
令
に
関
す
る
知
識
や
労

務
管
理
体
制
に
つ
い
て
対
応
や
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。専
門
の「
労

働
時
間
相
談
・
支
援
班
」が
次
の

よ
う
な
相
談
に
つ
い
て
、
悩
み
に

沿
っ
た
解
決
策
を
提
案
し
ま
す
。

◆
時
間
外
・
休
日
労
働
協
定（
36

　

協
定
）を
含
む
労
働
時
間
制
度

　

全
般

労
働
時
間
相
談
・

支
援
コ
ー
ナ
ー　
設
置

◆
変
形
労
働
時
間
制
な
ど
の
労
働

　

時
間
に
関
す
る
制
度
の
導
入

◆
長
時
間
労
働
の
削
減
に
向
け
た

　

取
り
組
み

◆
時
間
外
労
働
の
上
限
設
定
な
ど

　

に
取
り
組
む
際
に
利
用
可
能
な

　

助
成
金

【
受
付
時
間
】

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
労
働
基
準
監
督
署

浜
田
市
田
町
１
１
６
‐
９

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
１
８
４
０

　
（
管
轄
区
域
：
浜
田
市
、江
津
市
、

　
　
　
　
　
　

邑
智
郡
）

島
根
県
労
働
局
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保
健
課　

1
８
３
‐
１
１
２
３　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

　

福
祉
課　

1
９
５
‐
１
１
１
５　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

　

羽
須
美
支
所　

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

毎月、管理栄養士による
栄養相談を行っています

毎日を元気にすごすための大切な食事。気にかかっていることはありませんか？

栄養相談を
ご利用いただくと

アドバイスが受けられる

①食事のふり返り
　●摂取カロリーは？
　●食事のバランスは？
　●塩分量は？
　●間食や
　　アルコールの量は？

等々

②自分の
　食習慣が

わかる

③改善のポイントを
一緒に相談

　●食材の選び方
　●調理法や食べ方の

工夫
　●嗜好品の上手な

摂り方
等々

生活習慣病を予防・重症化予防するためにも、一緒に食生活の改善に取り組みましょう！

●相談日（平成 30年度）
　７月６日（金）　８月 17日（金）　９月 10日（月）　10月 12日（金）　11月５日（月）
　12月 14日（金）　平成 31年１月 11日（金）　平成 31年２月８日（金）　平成 31年３月８日（金）

●時間　①１３時３０分～　②１４時３０分～　③１５時３０分～　
　＊いずれも１時間程度です

●場所　健康センター　元気館
　＊上記日程以外にも随時相談に応じます。お気軽に問い合わせください

＊治療中の人も、利用できます。その際、主治医から栄養指導紹介状（診療情報提供書）をもらう
場合がありますのでご了承ください。

◆ダイエットをしたい人　◆塩分を控えたい人
◆血糖値、コレステロール値を改善したい人
◆間食やアルコールに気をつけたい人　　　　等々

個別相談のため、
事前に予約をお願いします。

【予約申込・問い合わせ先】
保健課（管理栄養士まで）
　☎８３－１１２３　IP050-5207-5002
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事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

（有）白川建設（日貫） 土木作業員 土木の一般作業、車両の運転等 不問 普通自動車運転免許
（AT限定不可）

（株）ダスキンプロダクト中四国
（北広島町） 工場内作業員 ダスキンモップ・マットの洗浄、

天然水の製造・販売等 不問

社会福祉法人「瑞穂福祉会」
（出羽） 保育士 保育所における保育業務 不問 保育士免許

ローカルフードラボ（株）「里山
イタリアンAJIKURA」（矢上）

調理及び接客
スタッフ

AJIKURAにて地元食材を生かし
たイタリア料理の調理及び接客等
の業務

不問 普通自動車運転免許
（AT限定可）

社会福祉法人「おおなん福祉会」
（上亀谷）

介護職員 入所者の入浴・排泄・食事の支援、
各種業務に従事

18歳
以上

訪問介護職員
（ヘルパー）

利用者の家に訪問し、身体介護や
家事支援業務に従事 不問 ヘルパー２級以上、介護

福祉士・看護師免許

丸二 株式会社（北広島町大朝）

食品添加物製
造・梱包作業 食品包装、梱包作業に従事 不問

食品製造・梱
包作業（重量物
あり）

食品製造部の作業、原材料投入、
重量物の移動等 不問

石見大田郵便局「田所郵便局」
（下田所） 配達員 自動二輪車での郵便配達業務 不問 自動二輪車免許

（小型・原付可）

（株）ワイテック石見工場
（中野）

自動車部品製
造

自動車部品の製造、自動溶接・組
立ての品質チェック等 不問

検査員 製品測定操作業務、計測機器の検
査、パソコン入力等 不問 パソコン基本操作

公立邑智病院（中野）

外来診療補助
業務

患者対応、電話対応、パソコン入
力 不問 パソコン基本操作

看護アシスタ
ント

入院患者の看護アシスタント業務
（介護・シーツ交換等） 不問 介護福祉士、ヘルパー１・

２級（あれば尚良し）

調理助手 入院患者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良
し）

看護師・准看
護師 夜勤専従の看護業務 不問 看護師・准看護師免許

　

紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所

　 

求
人
情
報

事業所名 職　種 応募資格（年齢等） 応募期間

社会福祉法人　瑞穂福祉会
「救護施設さつきの園、
　　　　　　　　６保育所」

看護師・准看護師 H31.4.1 現在、満 50歳以下で免許
取得者または取得見込みの者

H30.6.11 ～ H30.7.9（必着）
試験日H30.7.28一般職 H31.4.1 現在、満 40歳以下で大学、

短大、専門学校を卒業している者

保育士 H31.4.1 現在、満 35歳以下で免許
取得者または取得見込みの者

【平成 31年４月　新規採用分】



12広報おおなん 2018. ６

今
、こ
こ
に
注
目
!!

担
当
課
に
聞
き
ま
し
た
。

第
三
回　

定
住
促
進
課

注目

公共交通網の見直しから考える「地域のこれから」

今年度の主要事業として公共交通網の見直しがあります。
　「邑南町地域公共交通網形成計画」を策定し、今後の公共交通網の在り方や料金体系な
どについて検討を進めます。羽須美地域では既にデマンド運行の実施に向けて準備を始
めており、この運行主体は「NPO法人はすみ振興会」が行う予定です。
　今後私たちに求められるのは、同じ課題を持つ地区や地域が全体でその課題に向き合
い、共働して解決に向けチャレンジする地域の力です。この羽須美地域の取り組みはそ
の第一歩であり、他地域のロールモデルになりうるものとして大変期待しています。

羽須美からコミュニティ交通を考える動きが
　　　　　　各地域に波及してほしいですね。
　ただ、一言で「コミュニティ交通」と言っても既
存の自治会や公民館単位では運行範囲や運営など
対応しきれない事も出てくると思います。それで
は、どのような形が最適で現実的なのか。これは
今後の自治会機能やコミュニティ単位の在り方の
議論につながる極めて重要な問題です。だからこ
そ住民の皆さんが主体となって議論を深め、それ
ぞれの地域で実現可能なビジョンを打ち出してほ
しいと思っていますし、一緒に考えたいと思って
います。

課長　三上直樹

地区別戦略実現事業も残り２年になりました。
　各地区の努力により、具体的な事業が次々に動き
始めています。ただ、折り返し地点を迎えた今こそ、
改めてこの地区別戦略の本来の目的を再確認すべき
ではないでしょうか。
　地区別戦略の目的は、「邑南町まち・ひと・しご
と創生総合戦略」に掲げる人口維持のための基本目
標（転入者数、出生数、観光入込客の数値目標）を地
域でも掲げることで、地域ごとの人口をキープする
ことです。

各地区は具体的にどのようなことをすべきでしょうか。
各地区で様々な事業が始動していますが、その事
業の実施はあくまで地区別戦略の目的達成のための
手段であるということを意識し、方法や内容を振り
返っていただきたいです。そして必要があれば軌道
修正をすることも大切です。また、限られた参加者
だけでなく地区住民全体に議論の輪を広げ、「皆で
何をすべきなのか」、「地域の本当の課題とは何か」
を改めて考えてほしいです。

注目

地区別戦略実現事業も折り返し地点！ 目的の再確認を

年度末報告会（３月）で各地区の状況を共有した

中間報告会（10月）で地区の現状を整理する参加者

第６回羽須美地域の交通を考える会
先進地視察報告会の様子
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おおなんの
ヒト コトモノ・ ・

　

毎
年
５
月
21
日
と
22
日
、
阿
須

那
地
区
で
は「
次じ

の
日ひ

祭
り
」が
行

わ
れ
ま
す
。
約
６
５
０
年
続
く
こ

の
祭
り
で
特
に
目
を
引
く
の
は
大

き
な
傘
鉾
で
す
。
旅
迫
、宮
の
上
、

大
庭
の
３
地
区
が
そ
れ
ぞ
れ
受
け

継
が
れ
て
き
た
方
法
で
色
と
り
ど

り
の
見
事
な
傘
鉾
を
作
り
上
げ
ま

す
。

　

次
の
日
祭
り
に
は
羽
須
美
中
学

校
も
傘
鉾
を
作
っ
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
傘
鉾
作
り
を
指
導
す
る
の

は
阿
須
那
地
区
今
西
集
落
の
日
高

二
三
男
さ
ん
。
地
区
の
伝
統
を
生

徒
た
ち
に
伝
え
る
日
高
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

◇
傘
鉾
作
り
通
し
て
交
流
を

　

羽
須
美
中
学
校
が
次
の
日
祭
り

に
参
加
し
始
め
た
の
は
約
20
年

前
。
阿
須
那
中
学
校
が
口
羽
中
学

校
と
統
合
す
る
際
、
生
徒
が「
阿

須
那
中
学
校
の
思
い
出
を
残
し
た

い
。」と
発
案
し
た
の
が
き
っ
か
け

で
し
た
。

　
「
当
時
は
保
護
者
の
立
場
で
も

あ
り
ま
し
た
し
、
平
日
の
昼
間
に

時
間
が
取
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
傘

鉾
作
り
を
指
導
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。」
と
振
り
返
る
日
高
さ

ん
。
長
年
指
導
す
る
中
で
変
化
を

感
じ
た
の
は
、
地
域
住
民
の
関
わ

り
方
だ
そ
う
で
す
。

日
ひだ か

高　二
ふ み お

三男さん
vol. ３ （阿須那地区）

傘鉾作りの指導の様子

　
「
以
前
は
傘
鉾
作
り
は
ほ
ぼ
中

学
生
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
が

手
伝
い
に
参
加
す
る
な
ど
、
交
流

し
て
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
数
が
減
り
、
地
域
の
人

た
ち
が
子
ど
も
に
接
す
る
機
会
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
い
る
今
、

傘
鉾
作
り
が
交
流
の
場
に
な
る
の

は
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。」

◇
伝
統
を
若
い
世
代
へ

　
自
身
も
40
歳
で
U
タ
ー
ン
し
て

か
ら
ず
っ
と
次
の
日
祭
り
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
日
高
さ
ん
。
傘

鉾
を
担
い
で
い
た
時
は
肩
に
ミ
ミ

ズ
腫
れ
が
で
き
る
こ
と
も
あ
っ
た

そ
う
で
、「
ほ
ん
と
に
大
変
な
ん

だ
よ
」と
笑
い
ま
す
。

　「
こ
の
地
域
に
生
ま
れ
な
い
と

体
験
で
き
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
、
口
羽
地
区
の
子
ど
も
達
含
め

中
学
生
が
こ
の
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
に
は
と
て
も
価
値
が
あ
り
ま

す
。
続
い
て
き
た
の
は
学
校
や
保

護
者
の
理
解
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。」

　

次
の
日
祭
り
に
は
今
も
地
区
の

若
者
が
多
く
参
加
し
ま
す
。
町
外

に
住
む
人
が
こ
の
日
は
休
み
を

と
っ
て
帰
省
す
る
こ
と
も
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
中
学
生
の
時
に
傘
鉾
作
り
を

指
導
し
た
世
代
も
今
は
地
区
の
傘

鉾
を
担
い
で
い
ま
す
。
も
し
か
し

た
ら
、
中
学
生
の
頃
の
体
験
が
心

に
残
っ
て
参
加
し
て
い
る
と
い
う

人
も
い
る
の
か
な
。
そ
う
考
え
る

と
、
継
続
し
て
き
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
ね
。」

次の日祭り当日の中学生日高二三男さん
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所　

1
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　

民　

課 

1
９
５
‐
１
１
１
４　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞 

穂 

支 

所  

1
８
３
‐
１
１
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所 

1
８
７
‐
０
２
２
１　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

国民年金保険料の
免除期間・納付猶予期間がある方へ
　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、
学生納付特例の承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納
めた場合と比べ、老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）の受け
取り額が少なくなります。

　将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等の承認を受
けた期間の保険料については、10年以内であれば遡って納める（追
納）ことができます。
　ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３
年度以降の追納の場合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せさ
れます。
　追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点に
ご注意ください。

　◎一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていな
ければ追納はできません。
　◎「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」よ
り先に経過した月分である場合は、どちらを優先して納めるか本人
が選択できます。

詳しくは
　ねんきん加入者ダイヤル（０５７０－００３－００４）
または
　浜田年金事務所（０８５５－２２－０６７０）

へお問い合わせください。
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「あやかし草紙」･･･宮部みゆき
　　　　　　　　　　　　　KADOKAWA
「未来」･･･湊かなえ　双葉社
「騎虎の将　太田道灌上・下」･･･幡大介
　　　　　　　　　　　　　　　　徳間書店
「10年後の仕事図鑑」･･･堀江貴文・落合陽一
　　　　　　　　　　　　SBクリエティブ
「ポンコツ武将列伝」･･･長谷川ヨシテル
　　　　　　　　　　　　　　　　　柏書房

「図書館司書のおすすめ」
「スマホが学力を崩壊する」…川島隆太
　　　　　　　　　　　　　　　　集英社
　「脳トレ」の著者が、７万
人の子どもたちを対象に、
数年間にわたって行われた
大規模調査の結果を基に、
成績とスマホの関連性を論
じています。「勉強するから
スマホ買って」は大きな過ち
につながっていくこと知っ
ておくことが大切です。

図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4600
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サイトへ
アクセスできます。

新 刊 案 内

＜行事予定＞
６月 26日（火）～ 29日（金）
　　　　　　　　　　蔵書点検のため休館（石見分館）
７月 12日（木）　図書館本館臨時休館日
７月 15日（日）　あそびのつどい（矢上交流センター）
７月 20日（金）19時～　夜のおはなし会（石見分館）
７月 21日（土）　おはなし会（本館）

　

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
は
、
す
べ
て
の
事
業
経
営
者

（
全
産
業
分
野
）と
、
こ
れ
か
ら
起

業
を
お
考
え
の
方
を
対
象
と
し

て
、
無
料
で
何
度
で
も
利
用
で
き

る
相
談
所
で
す
。

　

今
ま
で
も
、
商
工
業
の
方
の
ご

相
談
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
基

幹
産
業
で
も
あ
る
農
林
業
の
相
談

も
も
ち
ろ
ん
お
受
け
で
き
ま
す
。

と
は
言
え
、
セ
ン
タ
ー
長
は
農
業

簿
記
や
農
業
経
営
診
断
な
ど
に
は

知
見
が
あ
っ
て
も
農
業
の
現
場
の

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た

た
め
、
よ
り
深
い
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
農
業
の

現
場
を
体
験
し
、
知
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
４
月
か
ら
休
日
に
自

由
に
動
け
る
日
を
見
つ
け
て
、
ほ

ん
の
少
し
ず
つ
で
す
が
農
業
の
現

場
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
農
業
経
営
者
の
支
援
に
役

立
つ
知
見
を
貯
め
て
い
っ
て
い
ま

す
。

　

町
内
で「
ほ
っ
か
む
り
」姿
で
農

作
業
に
勤
し
む
セ
ン
タ
ー
長
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
応
援

し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
で
は

４
月
か
ら
Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

配
置
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
無
料

作
成
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
も
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
別
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
加
入
や
、
セ
ン
タ
ー
長
の
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
お
お
な

ん
Ｂ
ｉ
ｚ
に
よ
る
支
援
内
容
も
充

実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
進
化
す
る

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
！

お
お
な
ん
Ｂ
ｉ
ｚ
へ
の

相
談
予
約
は
こ
ち
ら
ま
で
!!

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

☎
・
FAX 

８
３
‐
０
３
２
０

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
５
４
４

商
工
業
だ
け
で
な
く

農
林
業
も
相
談
の

　
　
　
　
　
　
対
象
で
す

石見分館 の

休館日・利用時間　変更
【利用時間】
変更前

８：30～ 17：15

変更後

８：30～ 17：00

【休館日】

・国民の祝日
・年末年始
・整理休館日
　（月末水曜日）

※学習室は、図書館が休館の場合利用できません。
　ただし、整理休館日は利用できます。

・木曜日
・国民の祝日
・年末年始
・整理休館日
　（月末水曜日）

変更前 変更後
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平
成
30
年
 ６
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

　

６
月
５
日
に
梅
雨
入
り
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
平
年
よ
り
２
日
早
く
、
昨
年
よ
り
15
日

早
か
っ
た
よ
う
で
す
。
昨
年
７
月
５
日
、
邑

南
町
に「
大
雨
特
別
警
報
」が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
冬
の
大
雪
で
倒
れ
た
木
が
山
に

た
く
さ
ん
あ
り
、
大
雨
に
よ
る
災
害
を
心
配

す
る
声
も
聞
き
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
な
い

よ
う
に
す
る
の
も
大
事
で
す
が
、
防
災
意
識

を
高
め
、
災
害
時
の
備
え
や
避
難
行
動
の
確

認
な
ど
、
事
前
の
準
備
を
し
っ
か

り
と
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。（
新
屋
）

　

次
の
日
祭
り
の
傘
鉾
の
頂
点
に
は
そ
の
年

を
象
徴
す
る
人
等
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た「
シ

ン
」と
呼
ば
れ
る
人
形
が
取
り
付
け
ら
れ
ま

す
。
今
年
は
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
生

結
弦
選
手
、
将
棋
の
藤
井
聡
太
七
段
、
西
郷

隆
盛
。
中
学
生
の
傘
鉾
の
シ
ン
は
将
棋
の
駒

を
持
っ
た
パ
ン
ダ
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
工
夫

さ
れ
、
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
ユ
ー

モ
ア
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年「
今
年
は
何

か
な
？
」と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
阿
川
）

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（平成30年5月31日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,182 人 -13 -79
　女　／ 5,700 人 -6 -124
　計　／ 10,882人 -19 -203
世帯数／ 4,954 世帯 -7 -36
　　　　　　65歳以上の割合 43.4％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。


